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雪

会
有
林
野
統
一
慈
盟
事
業
は
、
明
治
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
林
業
政
伎
の

ダ
メ
押
し
の
ご
伺
と
も
い
え
よ
う
。

営
時
、
営
面
の
念
識
と
さ
れ
た
資
本
主
義
の
育
成
に
は
、
際
慢
な
木
材

の
碓
保
は
、
不
可
散
の
前
提
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
す
る
政
府
の
林
業
政
策

は
、
主
ず
固
有
・
御
料
林
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
位
代
に

は
、
闘
有
・
御
料
林
と
も
に
そ
の
怒
慌
の
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
、
念
ナ
f

ン

也
事
で
増
大
ナ
る
木
材
雨
要
に
即
底
す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。
-
方
私
有

林
野
に
お
い
て
も
、
官
有
地
掛
下
げ
等
の
政
策
や
明
治
中
期
の
「
恐
慌
」

に
よ
る
集
中
温
程
を
経
で
、
日
露
戟
事
前
後
よ
り
造
林
熱
は
上
昇
し
て
い

た
。
麗
さ
れ
た
所
は
、
常
時
宮
だ
林
野
の
賀
大
な
面
積
を
占
め
て
い
た
部

落
有
林
野
で
弘
る
。
し
か
も
こ
の
部
落
有
林
掛
目
、
明
治
二
十
三
年
の
町

村
制
施
行
に
よ
っ
て
複
雑
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
ろ
に
し
て
、
司
公
有
林
野
統
一
整
理
事
業
は
、
開
始
さ
れ
P
。

公
有
林
野
開
護
l
造
林
と
、
町
村
基
本
財
震
の
確
立

l
部
蕊
剖
擦
の
打

破
と
い
う
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
こ
そ
、
明
治
政
府
山
一
回
白
躍
如
た
る
も
の

が
み
ら
れ
よ
う
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
部
落
有
林
野
と
は
、
封
建
祉
曾
に
お
い
て
、
貢
租

負
擦
に
到
す
る
安
全
測
の
佼
割
セ
果
し
た
入
曾
地
、
村
持
山
の
噌
グ
認
が

縫
っ
た
も
の
に
す
ザ
一
な
い
。
地
租
改
E
の
禍
桂
を
つ
う
じ
て
生
妄
し
て
き

た
半
封
建
的
地
主
制
は
、
明
治
三
十
年
代
、
日
本
資
木
主
義
の
確
立
温
程

に
拡
割
腹
し
て
附
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
率
な
地
厄
と
小
作
料
は
、

昔
な
が
ら
の
重
隆
を
勤
待
農
民
に
県
え
、
し
恥
も
宋
だ
、
商
品
経
済
の
農

村
へ
の
侵
入
は
徴
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
入
曾
地
は
、
主
だ
そ
の
存
在

理
由
を
失
つ
て
は
い
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。
公
有
林
野
統
一
整
担
事
業
が
、



曽
初
の
無
償
白
川
一
傑
件
統
一
白
方
針
を
放
棄
し
て
龍
頭
蛤
尾
に
絡
っ
た
か
り

土
う
に
み
え
る
の
も
、
決
し
て
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
ロ
む
L
ろ弓公

有
林
野
杭
一
一
括
盟
事
業
の
た
ど
コ
た
宇
余
曲
折
の
中
に
こ
そ
、
資
木
主
義

の
育
成
と
封
建
的
土
地
所
有
の
維
持
と
が
か
ら
み
あ
っ
た
営
時
の
林
業
政

策
の
本
質
が
看
収
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
え
が
。

本
稿
江
、
山
阿
弥
授
指
事
の
も
と
に
行
わ
れ
た
京
都
府
吋
l

一
農
村
の
質

熊
調
査
か
ら
公
有
林
野
統
一
整
盟
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
村
が
ど
の
よ
う
な

社
曾
的
・
経
済
的
段
叫
間
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
村
の
司
公
有
林
野
統
}
盤
理
が
ど
の
工
ち
な
一
般
性
し
乙
特
殊

性
を
我
図
に
お
け
る
丸
公
有
林
野
統
}
整
盟
事
業
の
宝
般
に
街
し
て
持
っ
て

い
る
か
と
い
ろ
己
主
は
、
今
後
に
時
間
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
ロ

京
都
府
県
謝
郡
筒
川
村
は
、
京
都
府
の
北
端
興
謝
血
I
R
聞
の
中
に
位
す
る
。

明
治
二
十
三
年
町
村
制
施
行
の
際
に
、
現
在
の
大
宇
野
村
〔
A
字
吉
谷
・

国
坪
・
守
筑
・
薦
出
・
阿
燕
見
・
朴
丸
・
野
村
本
村
よ
り
な
る
U

・
本
坂
・

菅
野
〔
越
山
・
瀧
組
・
湯
の
山
・
成
る
・
菅
野
本
村
・
開
之
内
・
且
谷
よ
り
な

る
)
む
三
村
が
合
併
し
て
出
来
た
村
で
あ
る
。
村
の
中
央
を
芦
品
す
る
筒

川
及
び
そ
の
支
流
沿
い
に
簡
に
側
地
が
ひ
ら
け
て
い
る
外
は
、
会
〈
山
に

お
お
わ
れ
て
お
り
、
部
落
問
の
連
絡
も
不
便
で
あ
る
。
関
織
〉
の
油
絡
も
、

村
む
甫
函
端
を
描
ぎ
っ
て
午
前
と
午
後
各
一
回
往
復
す
る
バ
ス
に
一
時
閉

会
も
ゆ
ら
れ
て
、
出
問
洋
附
抵
で
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
ロ
全
世
帯
数
一
一
一
ー

長
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

↓
の
中
、
農
業
に
従
事
十
る
も
の
一
一
一
一
一
七
で
材
は
孟
く
農
業
に
依
存
し

て
い
邑
が
、
そ
こ
に
は
朱
だ
に
火
ス
、
焼
畑
町
慣
習
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
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農
民
分
化
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
は
、
第
て
第
二
表
が
そ
の
一
端
を
物
語

っ
て
い
よ

5
。

第
七
十
一
一
一
巻

二
六
四

事
四
強

n 
凹

丸
公
有
林
野
統
-
整
理
の
定
義
を
考
察
す
る
に
は
、
そ
の
背
景
と

L
亡、

徳
川
封
建
社
曾
に
お
い
て
村
持
山
の
思
し
た
技
割
が
、
維
新
以
後
ど
の
よ

う
に
挺
っ
て
い
た
の
か
、
或
は
主
た
槌
ら
子
に
維
持
き
礼
て
い
た
の
か
と

い
ち
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
置
b
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
近
世
に
お
吋
る
筒
川
地
域
は
、
前
期
に
は
野
村
・
木
坂
村
・
菅

野
村
と
も
同
一
の
領
主
の
も
と
に
品
っ
て
、
京
極
、
永
井
、
阿
部
、
奥
平

と
頻
繁
な
交
替
を
み
た
が
、
亭
保
=
年
以
後
、
野
村
、
木
坂
村
は
公
領
代

{
旦
主
配
、
菅
野
村
は
私
領
官
山
氏
、
閥
抗
区
九
年
か
ら
は
本
車
民
む
領
地
と

し
て
明
治
に
至
っ
て
い
る
u

こ
う
し
た
領
豆
町
健
建
か
、
村
の
境
界
殊
に

山
境
の
決
定
や
争
論
に
大
古
い
影
響
を
典
え
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
み
る

通
り
で
あ
る
。

領
主
直
帽
の
御
立
山
は
こ
こ
で
は
皆
無
で
あ
り
、
山
林
取
締
も
、
札
口
村

共
、
村
中
申
人
口
せ
で
-
人
づ
っ
置
い
て
い
た
番
人
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

村
民
自
燃
料
、
胆
草
等
の
採
取
に
支
か
さ
れ
て
い
た
村
持
山
に
つ
い
て

み
よ
号
。

近
刊
初
期
に
は
、
回
数
お
よ
び
耕
地
に
比
較
し
て
未
開
林
野
が
豊
富
だ

っ
た
と
思
わ
れ
、
木
地
師
の
宅
誌
が
み
ら
れ
る

G

従
っ
て
、
此
の
頃
の
山

論
は
、
白
給
食
料
の
た
め
の
新
田
畑
ハ
焼
州
が
多
じ
を
開
毎
寸
る
の
に

油

L
t土
地
の
苧
講
を
め
く
っ

c展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
元
帥
賓
永
年
間
に
度
々
〈
リ
か
え
さ
れ
た
野
村
と
隣
村
野
間
村
主
市
川



「
大
鼓
ケ
撮
す
そ
廻
り
」
を
め
〈
る
山
論
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
「
た

い
乙
が
だ
け
ず
そ
廻
り
、
先
平
野
間
村
と
論
山
之
内
、
山
前
坪
明
迄
は

新
田
菊
畑
一
一
切
開
不
申
様
乙
と
品
川
町
被
仰
付
承
周
ケ
申
候
、
保
品
共
近

年
宣
年
作
く
な
か
わ
ら
に
か
わ
あ
げ
も
の
少
々
有
之
ハ
後
時
)
」
は
一
五

欣
八
江
野
村
庄
屋
に
制

L
て
、
野
村
附
此
封
筒
と
み
ら
れ
る
才
兵
衛
以
下
九

名
が
提
出
し
た
一
札
で
あ
る

ψ

ま
た
、
常
永
二
年
野
間
柑
か
ら
代
官
所

に
捷
出
し
た
「
乍
恐
御
披
露
申
上
供
口
上
」
に
よ
る
と
.
つ
野
間
村
大

挺
ケ
山
間
大
陸
と
閉
所
肯
旅
茨
焼
仕
阿
部
担
馬
守
株
御
代
十
九
年
以
前
新

畑
仕
度
と
御
願
申
上
候
所
に
被
仰
付
則
打
開
櫛
年
貢
来
年
々
御

h
柄
江

申
場
所
に
盛
伸
致
肥
1
年
仕
候
蕗
に
宮
市
悼
野
村
木
剤
師
料
源
左
有
門
其
外

三
吉
一
人
茂
門

J

れ
多
り
哩
不
議
に
鍬
を
入
れ
其
上
に
一
元
楠
打
向
き
融
凹
丁

迄
引
取
ろ
ち
お
り
ハ
後
時
)
」
1
ζ

訴
え
て
い
る
ロ

近
世
中
期
に
な
る
と
、
入
賞
密
山
に
薪
茨
材
斜
が
少
く
な
り
、
「
持
林
」

が
直
八
甘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
持
林
は
時
代
が
下
る
に
従

っ
て
僅
か
な
が
ら
増
大
し
、
他
方
、
草
肥
農
業
の
進
展
と
と
も
に
川
県
草
の

需
要
屯
増
加
し
た
た
め
、
肥
草
、
柴
等
を
遠
〈
村
境
に
ま
で
求
め
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
ロ
従
っ
て
、
野
山
境
界
を
め
ぐ
る
争
論
も
、
い
た
る
所
で

激
烈
な
形
で
展
開
さ
れ
た
。

ω
持
林
に
闘
し
て
は
、
次
の
主
う
な
も
の
が
み
ら
れ
る
。

「
乍
部
以
書
付
申
上
侠
栴
事

一
、
今
度
御
用
薪
凹
百
主
持
東
八
月
b
霜
月
迄
ニ
段
々
宮
津
江
持

周
ケ
上
制
仕
様
に
ー
と
被
嬬
仰
付
牽
承
知
仕
候
樹
事

公
有
林
野
統
一
整
理
に
閣
す
る
一
考
築

也
一
、
営
村
之
義
大
鼓
ケ
撮
と
申
す
奥
山
師
座
侠
一
一
付
ζ

り
出
健
勝

手
も
相
可
有
榊
座
快
ト
被
思
有
被
仰
刊
快
様
=
牽
存
侠
然
レ
共
大

鼓
ケ
品
捕
者
先
前
h
段
々
米
地
挽
決
焼
共
悦
荒
シ
而
只
今
ニ
而
者
御

用
之
薪
木
ニ
可
仕
様
成
末
円
野
村
分

ι山
一
一
者
報
栴
座
候
尤
持
林

三
而
こ
り
出
上
柿
可
仕
侠
へ
共
演
出
γ
又
ハ
船
賃
彼
是
雑
用
懸
申
慌

へ
者
宮
津
ユ
而
買
制
z

仕
侠
ヨ

D
大
分
高
値
一
一
摺
成
侠
一
一
付
虫
年
高

割
エ
被
仰
仕
候
御
薪
も
吉
永
組
中
並
ニ
宮
津
一
一
両
買
納
昌
仕
慌
右

之
わ
け
に
桝
庫
侠
間
営
村
斗
り
江
被
仰
仕
候
市
者
大
分
図
窮
一
一
罷

成
迷
寺
内
向
一
一
憲
存
候
(
後
暗
)
」

F

」
れ
は
キ
年
七
月
野
村
庄
屋
七
郎
冶
描
門
、
本
坂
村
年
寄
平
左
宿

門
専
か
ら
投
入
に
聞
出
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
費
毘
九
年
本
坂
村
明

相
帳
に
よ
る
k
「
百
姓
身
分
山
一
旦
ケ
所
」
そ
の
場
所
は
「
家
の
向
」
辛

ιあ
り
家
居
ゃ
田
畑
匹
近
い
と
思
わ
れ
る
。
然
L
持
林
の
面
積
は
明

袖
に
望
る
安
で
村
持
入
骨
山
の
面
積
に
比
べ
れ
ば
極
〈
僅
か
な
も
の

で
あ
ワ
た
。

例
野
村
・
菅
野
雨
村
の
各
校
郷
は
、
々
の
成
立
事
情
も
品
な
っ
て
い

た
の
で
、
夫
々
に
野
山
を
剥
間

L
て
き
た
。
そ

L
て
、
野
山
利
用
心

筋
悶
が
披
大
さ
れ
る
に
円
一
れ
て
複
雑
な
校
叫
聞
の
入
合
慣
行
が
生
じ
、

時
に
は
晶
子
請
に
な
ワ
た
。
天
保
七
年
の
野
村
校
郷
河
原
見
上
と
薦
地
と

の
入
合
晶
子
論
は
そ
の
一
日
刊
で
あ
る
。

そ
三
で
は
「
日
開
佐
郡
野
村
野
山
之
内
宇
和
て
山
分
同
村
校
噂
川
事

見
並
-
一
同
所
薦
旭
之
も
の
共
前
々
主
り
新
肥
草
林
事
刈
取
り
苅
州

事
七
十
三
一
春

一
六
五

部
四
部

五
三王



公
有
林
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統
一
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理
に
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る
一
考
察

隼
茂
有
之
双
方
立
入
車
り
幌
蕗
近
燕
薦
池
ん
相
障
り
既
-
常
国
月
川

車
見
之
も
の
共
苅
市
札
幌
草
薦
出
之
も
の
其
押
取
其
上
宇
大
な
る
野

山
林
江
者
川
掠
見
之
も
の
共
も
一
切
筋
立
入
不
申
薦
出
村
分
同
様

一
一
仕
迷
恐
致
候
」

1ι

川
県
見
よ
り
訴
願
じ
、
臨
池
側
で
は
「
涯
赤
川

端
見
主
刀
十
分
ユ
相
働
キ
臨
池
之
迷
惑
ニ
相
成
義
お
も
不
朕
推
漉
仕

幌
」
と
い
う
の
が
申
分
で
あ
7

た
。
代
官
町
で
は
「
家
数
と
働
力
一
一

茂
多
宇
可
有
之
元
車
一
村
野
山
=
而
杖
郷
之
も
の
共
前
々
』
立
入

幌
儀
二
付
相
互
=
義
支
ニ
一
小
相
成
様
之
心
得
を
以
神
妙
a

入
骨
ひ

大
な
る
野
山
林
も
薦
池
持
分
一
二
有
無
之
候
得
共
川
市
邪
見
主
り
戸
手

章
一
一
而
勝
手
不
宜
候
悶
立
入
不
申
候
而
も
川
ホ
見
之
差
文
一
一
占
有
無
紳

座
」
と
し
て
川
球
且
持
分
己
主
ず
る
入
曾
を
認
め
て
い
る
。

岡
村
の
校
郷
聞
の
場
合
は
ま
疋
簡
単
で
あ
ワ
た
。
村
治
ち
が
に

そ
の
領
主
が
品
る
唱
と
な
る
之
、
事
は
一
層
紛
糾
す
る
。
究
明
=
年
本

庄
谷
一
-
一
ケ
村
と
野
村
、
と
の
山
論
に
お
い
て
は
、
「
一
克
燕
本
庄
村
一
一
一
ケ

村
之
儀
戸
薪
即
車
車
候
山
無
ク
寛
永
玉
医
年
野
村
山
長
延
滞
入

山
骨
三
ケ
村
共
御
諸
山
ユ
仕
度
段
御
則
申
上
候
庭
闘
之
詔
岬
請
山
ニ

被
仰
付
刈
各
制
謡
よ
未
六
石
制
よ
柿
仕
候
枝
被
仰
紳
諦
席
上
慌
其

後
京
極
丹
後
1
様
御
代
宜
丈
同
医
年
晴
樹
温
上
米
叫
石
被
仰
付
是
又

h
M
T

捻
岬
市
白
よ
都
人
件
拾
石
年
々
抑
よ
柏
仕
御
請
山
=
而
薪
肥
車

年
阪
市
内
り
侠
御
儀
ニ
御
座
候
」
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
も
か
》
わ
ら
ず

野
村
山
者
が
笛
年
に
な
ヲ
て
理
不
霊
に
妨
害

L
た
と
訴
え
て
い
る
の

に
封
し
、
野
村
側
で
は
「
本
庄
上
村
よ
肥
車
取
宮
村
へ
入
込
候
差
留

第
七
十
三
特

二
六
六

静
岡
山
事

主
六

快
儀
先
規
!
"
。
榔
請
山
に
而
入
掠
部
即
よ
候
得
共
長
以
左
様
之
能
戸
市

博
一
一
茂
不
承
近
年
菅
同
年
少
々
宛
入
込
候
得
持
組
合
之
儀
己
悦
得
ハ

量
度
指
留
メ
茂
不
仕
侠
良
質
年
ρ
大
人
投
牛
年
記
入
込
快
庭
差
留
候

差
留
向
後
入
込
不
申
様
被
師
団
仰
付
ト
供
様
車
闘
よ
侠
」
k
し
て
い

る
。
ま
た
天
保
十
亡
一
年
完
呑
抗
七
十
凹
本
を
打
込
ん
で
落
着
し
た
野

村
枝
郷
吉
谷
と
菅
野
村
杖
郷
是
谷
正
の
村
境
の
事
位
、
そ
の
訴
訟
費

の
た
め
に
足
設
で
は
七
戸
が
夜
挫
し
た
ζ

押
え
ム
れ
て
居
官
、
「
高

九
拾
一
一
一
石
大
斗
二
升
四
令
官
谷
分
惣
両
社
」
を
親
拾
七
貫
目
で
、
山

林
を
龍
査
貰
八
拾
日
で
本
庄
よ
ケ
村
り
庄
屋
に
質
入
し
て
い
る
安
政

=
年
の
吉
谷
の
質
地
諮
丈
が
時
間
っ
て
い
る
の
も
こ
の
費
用
の
た
め
主

恩
わ
れ
る
。
文
政
一
五
年
本
坂
村
と
菅
野
村
4

の
入
脅
野
山
争
前
は
、

田
畑
を
破
壊
し
、
堰
ホ
を
韮
留
め
る
ま
で
に
な
ワ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
守
、
近
世
の
村
の
構
造
を
、
比
較
的
資
料
の
残
っ
て
い
る
木
坂

村
に
つ
い
マ
簡
車
に
み
て
お
こ
う
。
策
医
八
年
知
見
院
宗
門
慌
に
は
次
の

よ
う
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

名

仁
右
荷
門

山
内
正
衛
門

加

兵

捕

泊

兵

衛

孫
右
衛
門

ヰ

七

持

高
一0
・
三

=
7
0
三
二

三

-
c
o
o

-一一・八

0
0

一
一
了
七

0
0

三
-
八

C
C

• 
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彦

七

一

水

害

平

七

地

借

一

三

平
右
衛
門
荷
一
・

C
玉

O

三

一

庄

兵

衛

一

一

・

0
0

一
}
一
回

A
左

衛

門

三

・

八

C
C

一

=

三

久
右
衛
門
ホ
君
A
左

衛

門

地

借

三

一

源

兵

衛

ホ

呑

庄

兵

衛

地

借

四

一

市

助

ホ

呑

仁

右

衛

門

地

借

=

一

奥

兵

衛

ホ

呑

加

兵

帯

地

借

一

=

一

す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
木
百
姓
と
水
呑
地
借
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
る

U

そ
の
小
作
料
に
ど
の
よ
↓
に
よ
っ
て
い
た
の
か
。
翌
九
年
白
木
坂
和
明
細

帳
は
衣
の
如
〈
惇
え
て
い
る
。

回三五三六七回目

疋疋疋

質

物

値

段

石

盛

上

回

輯

五

五

匁

一

・

六

五

中

田

四

五

一

・

一

二

五

下

田

四

O

一・

O
四

下

下

回

三

五

0
・
六
人
士
一

よ

州

四

C

4

0

・J
ハ
丸
大

中

畑

三

O
一

0
・
=
一
四
八

「
小
作
お
ろ

下

畑

ニ

O
一
し
け
な
し

0
・
ニ
三
九

下

々

畑

一

O
」

0
・一一一一八

本
奴
村
明
細
慢
は
更
に
詳
し
く
嘗
時
の
農
業
白
山
下
記
を
停
え
て
お
り
、
稲

の
外
に
、
か
ら
一
夜
、
大
豆
、
小
旦
、
回
目
、
稗
、
蕎
察
、
一
菜
、
大
根
白
畑
作

小
作
お
ろ
し

一
・
一

o

一・

O
五

0
・
九
0

0
・
六
O

公
省
林
野
統
一
整
理
忙
闘
す
る
一
考
察

が
行
わ
れ
て
U
V

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
肥
料
は
、
田
で
は
-
一
且
嘗
り
「
山
地

主
λ
十
束
、
銀
十
主
匁
斗
り
の
味
ご
え
」
と
な
ヲ
て
お
り
、
問
で
は
刈
草

の
み
で
「
銀
目
白
味
ご
え
」
は
使
用
し
て
い
な
い
。
肥
料
の
刈
草
に
依
存

す
る
こ
と
の
大
宮
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
泰
樹
血
は
少
々
は
行
わ
れ
た
が
家

計
の
助
け
に
な
る
程
で
は
な
く
、
男
は
余
暇
に
薪
、
翌
等
を
収
り
、
又
は

掘
荏
等
を
作
っ
て
賢
稼
ぎ
を
L
、
女
は
九
月
よ
れ

J

目
白
津
地
廻
り
ヘ
「
稲
と

き
奉
公
」
支
は
町
方
奉
公
に
出
て
い
く
の
を
常
と

L
た。

こ
の
よ
う
な
献
臨
む
な
恥
で
、
村
々
の
組
織
は
村
役
人
お
よ
び
惣
百
姓

よ
り
な
り
、
決
議
機
関
と
し
て
百
姓
寄
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
村
役
人
お

よ
び
百
姓
寄
令
は
、
村
に
関
す
る
一
切
の
こ
と
を
取
扱
い
、
或
ば
協
議
L

た
。
こ
の
村
伎
人
が
一
回
に
お
い
て
「
上
の
ロ
民
似
」
を
す
る
村
統
治
者

た
る
壮
質
令
有
す
る
と
と
も
に
‘
他
吉
生
活
協
同
世
と
し
て
の
村
古
代
表

す
る
世
話
役
た
る
性
質
全
朱
ね
そ
な
え
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
村

一
般
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
も
の
と
何
等
兵
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

明
治
二
十
年
八
月
の
興
関
郡
菅
野
村
外
三
ケ
村
治
草
取
調
に
よ
れ
ば
、

村
役
人
に
は
、
私
個
の
菅
野
村
で
は
庄
屋
一
、
組
頭
=
一
、
百
姓
代
一
人

が
あ
ち
公
館
内
眉
村
、
本
紙
村
で
は
正
も
に
庄
屋
一
、
年
寄
一
一
一
、
百
耕

代
一
人
が
あ
っ
た
。
村
技
人
は
村
五
互
選
或
凶
想
百
姓
の
入
札
で
選
ば

れ
、
庄
屋
に
は
年

K
非
十
二
伎
、
年
寄
に
は
三
伎
が
奥
え
、
b
れ
て
い
た
。

百
姓
寄
告
に
は
長
官
姓
寄
告
(
但
L
私
胡
分
、
公
領
で
乙
れ
に
相
首
す

る
も
の
は
大
守
合
〉
臨
時
等
合
、
村
役
人
守
合
の
種
類
が
あ
づ
た
@

最
後
に
徳
川
封
建
祉
曾
に
お
い
て
は
、
領
主
ー
と
農
民
と
の
関
係
が
基
本

第
七
十
」
一
で
暫

~ 
J、
せ二

第
四
監

五
七



江
町
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

的
な
も
の
で
あ
り
、
ご
引
が
責
租
の
確
保
守
中
心
に
組
立
て
ら
れ
て
い
る

が
、
村
持
山
へ
の
課
税
は
E
の
よ
う
に
な
っ
亡
い
た
の
か
。

ま
ず
つ
、
村
持
山
へ
の
課
就
己
、
小
物
成
の
儀
式
を
と
っ
て
居
た
。
小
物

成
は
稼
方
収
益
に
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
時
代
に
よ
っ
て
種
類
の
鑓
濠
ー
か
み

ら
れ
る
。
士
た
瀬
に
お
い
て
も
正
穏
と
比
較
L
て
掻
に
低
い
。
寸
な
わ
ち

小
物
成
は
、
田
畑
に
課
せ
ら
れ
る
木
途
物
成
が
廿
草
木
的
課
慌
で
あ
る
の
に

針
し
て
、
補
助
的
課
税
で
あ
っ
た
こ
と
を
号
か
が
わ
せ
、
村
持
山
は
、
封

建
的
所
有
地
に
附
属
し
た
補
助
的
な
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

3

川
小
物
成
の
種
類
は
、
例
え
ば
本
坂
村
に
つ
い
て
か
れ
ば
、
貞
享
一
耳

年
の
年
貢
党
交
に
は
「
木
地
説
醜
強
運
上
米
、
山
手
薪
運
上
米
」
が
み

ら
れ
た
の
が
、
何
年
の
年
貢
克
定
で
は
安
代
・
箱
ホ
運
上
、
腕
薬
代
叫
崎
市

が
増
加
し
、
費
隈
九
年
本
坂
村
明
制
服
で
は
木
地
視
聴
噛
混
ょ
が
な
く

な
っ
て
い
る
。

ω
小
物
成
の
慣
を
維
新
宣
前
の
献
態
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治

ニ
十
年
菅
野
村
三
ケ
村
市
草
原
詞
調
書
に
づ
い
て
み
れ
ば
、
主
租
U
P

草

商

取

箇

ノ

決

メ

方

万

五
六
六
・
七
三
二
草
高
に
五
ツ
三
分
官
厘
七
毛

菅
野
村

本

坂

村

八

三

・

O
九
八
-
田
免
高
に
囚
ツ
五
分
五
毘

野
村
五
九
三
・
五
九
八
一
畑
H

五
ジ

0
=
匝
一
宅

で
あ
る
の
に
封
し
、
小
物
成
は

山
畑
見
用
品
ホ
壷
斗
ニ
升
五
音

銭
査
貫
百
丈
稲
木
選
よ

銭
六
貫
六

静
七
十
三
巻

二
八
八

五
八

第
四
説

百
武
拾
或
丈
糠
護
運
よ

但
菅
野
村
分
私
倒

山
畑
見
南
米
成
升
米
主
升
御
博
馬
宿
入
用
品
小
七
骨
六
尺
給
米
九

斗
王
升
五
八
世
尭
咋
組
成
主
八
分
稲
木
運
上
担
拾
武
匁
四
分
宍
厘
御

康
前
入
用
組
拾
式
位
五
分
王
国
壷
唱
轍
護
運
上

但
本
ほ
村
分
会
領

山
畑
見
取
米
畳
斗
三
升
未
ム
ハ
斗
四
升
山
続
鵠
九
納
品
二
分
積
木
運
上

米
七
石
室
斗
武
升
三
守
夫
米
米
三
斗
主
升
七
骨
御
惇
馬
宿
入
用
米

四
合
六
尺
給
米
銀
八
拾
九
担
一
一
一
分
主
厘
御
蔵
前
入
用
銀
七
拾
七
担

三
匝
八
毛
糠
葉
遣
上

但
野
村
分
公
領

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
近
世
に
つ
い
て
立
世
L
た
@
弐
に
は
こ
の
狂
世
の
山
野
中
村
の

性
格
の
、
維
新
以
後
公
有
林
野
統
-
整
理
ま
で
に
生
じ
た
鎚
化
を
見
な
〈

て
な
ら
な
い
。
ま
づ
、
維
新
土
地
時
間
半
の
二
側
面
、
地
租
改
正
と
官
民
有

直
分
に
つ
い
て
、
官
民
有
地
霞
分
の
方
か
ら
み
て
ゆ
こ
号
。
筒
川
地
域
の

土
地
目
、
首
然
す
べ
て
民
有
地
と
な
っ
た
が
、
近
世
後
期
以
古
川
漸
増
し
て

き
た
山
林
仕
立
が
私
有
林
と
し
て
そ
の
所
有
を
確
認
さ
れ
、
残
る
山
野
が

部
落
有
林
野
(
公
省
υ
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

私
有
山
の
大
部
分
は
山
林
で
払
り
、
公
有
山
は
草
山
、
陸
田
畑
等
が
主
で
怠

っ
た
。

例
え
ば
野
村
枝
郷
田
坪
の
明
治
入
年
改
組
調
帳
に
よ
れ
ば
、
公
有
十



河
町
七
反
は
全
部
草
山
及
び
憐
畑
宇
あ
り
、
払
有

J

ハ
町
四
反
ば
全
部
山

林
で
あ
る
。

地
租
改
志
の
方
は
ど
ち
か
。
そ
の
新
書
反
則
を
比
較
す
れ
ば
、
第
一
二
表

の
通
り
と
な
る
。
か
く
て
、
課
税
反
別
は
一
一
倍
卒
に
増
加
し
、
地
租
金
も

薄
政
時
代
白
貫
租
に
比
較
し
て
決
し
い
軽
い
も
の
で
な
か
っ

hr
各
村
共

に
収
穫
等
級
の
引
下
を
請
願
し
て
い
る
が
、
結
局
泣
護
人
に
終
っ
て
い
る
。

190戸

180戸

21戸

公
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

liJ11日ミ2jj;;i!
lfI44lU1221:t 

第
七
十
三
巻

ニ
ハ
九

事
四
肢

五
ブL



公
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

に
あ
た
り
薄
政
時
代
の
貰
租
の
負
指
よ
り
経
に
且
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
c

ω
地
租
改
正
後
も
封
建
的
な
現
物
地
代
が
引
繍
き
行
わ
れ
た
こ
止
は

そ
の
後
の
小
作
慣
行
が
割
問
明
す
る
。
明
泊
四
十
五
年
小
作
慣
行
調
査
書

に
よ
っ
て
、
一
反
嘗

E
の
小
作
料
割
合
を
み
る
と
第
四
衰
の
遁
り
で
、

賃
収
の
五
割
以
上
に
な
ワ
て
V

る
こ
と
が
多
h
v
p

こ
の
高
輔
が
何
を
標

準
但
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
一
年
小
骨
慣
行
調
査
は
衣
の
如
〈

の
べ
て
い
る
。

「
明
拍
八
年
地
租
改
正
ノ
際
政
府
ヨ
リ
完
メ
ヲ
レ
ダ
ル
耽
稜
米
ヲ
基

準
ト
シ
テ
之
一
一
狩
シ
最
高
一
割
五
分
ノ
引
方
ヲ
標
準
l
シ
地
主
小
作
間

エ
於
1
7
協
定
シ
極
メ
タ
ル
毛
ノ
ナ
日
卸
チ
其
算
出
方
法
左
ノ
如
シ
ロ

日
ノ

時
紋

" " 一 反
反
ラjヲ WJ

一ー一一一一一一一一一~ξケ
一一一一 IcW'f 

・ ・ ・石ノ治

八四五~'0:
一一一語台
九九三帳
一五 O 、 J

一

割

王

分

↑

小

作

料

石

一

石

・
二
二
六
八
一
一
・
ニ
八
王
二

二
ご
四
四
一
・
ニ
一
五
一

・
一
二
二
八
一
・
六
九
六
三

O 七回
特
例定

免
ト
稗
シ
テ
八
分
伶
迄
山
克
引
セ
ザ
ル
ノ
保
件
ヲ
臥
テ
替
措
ノ
小

作
料
ヨ
n
y

約
一
割
低
ク
定
メ
タ
ル
毛
ノ
ア

3
」

こ
れ
を
さ
き
に
の
へ
た
徳
川
時
代
の
小
作
お
る
し
と
あ
わ
せ
考
へ
る

な
与
ぽ
地
租
政
正
ひ
い
て
は
明
治
結
新
そ
の
も
り
の
意
義
が
、
徳
川
封

建
制
下
に
す
で
に
存
在
L
た
守
生
地
宇
一
の
法
認
、
確
立
に
あ
る
と
正
が

う
か
が
え
よ
う
。

第
七
十
コ
一
巻

一
七
の

第
四
世

ノ、
O 

~------------生主 O 駒但)

米 2413石 26，543円|栗 2C何 1254月 l糸た賀は

繭 422C箆 L弘氏木材 1000R尺 1300 I r， 、 、 、農
I ，~手管薪米家

製糸(広務裂を附) 6，000 大友 153石 948 繰野八一副

薪 65000貫 4，550 桑首 67，OOC太 804 Iv，村ニ六業
I~ 明 O ニ

牛 1日頭 3，800 長 16，000% 800 ご泊 O 石主主

大宴 424有 2，8田 植ノ貨 9，S加 x 792 三 十 賞 、 謹
オ ート |貰六、大の

稲葉ユ674口口昆 2，511 I 匝年牛姿跡

一一一一一一一一一一一一 O の は ご を

b 余でかとす最 ばに る依はすい 00主十王た
も〔春にしベ λ 現 よ更。存めでてニ、要二右ど
う八置 づてきの金 りに する'に資頭 櫨産頭、ろ
か割を い い で も 眠 情明 るに各料壮貨物伺生ろ
が強飼 て か あ の 得 川治 よし村が二六は育糸
わ)育 は に る に の 村三 うてそな八、米 L 八明
れに L 、 大 。 な 主 主 の十 にもの〈頭四四六貰治
るなた織さ整っと 主プて な . 程 明 で O 九頭五七

ワ農戸い重量てし 要年 口 相 度 ら あ 00心臼年
明て家主主授業いて 置「 て賞にかる貰石痕生ユヌド
拍いが三三部lがる葺 物村 い 良 若 で 。、、を‘担

ニる三八を農の認 を泊 た家干は野 牛察得植村
十口三(コ果家は製 ぁー の冨U のな村は:fL --r 1L\~ 主
年と O 戸 L 冒J注品 げ班 で業相いに比八ぃニ要
代か戸中た業日が れ」 あに濯がヲ ー右る七産



か
ら
組
合
製
糸
が
行
わ
れ
護
鐙
農
家
は
専
ら
こ
れ
に
関
係
し
て
い
た
が

大
正
相
年
に
破
揮
し
た
。

農
家
副
業
特
に
藩
題
業
の
謹
畏
は
、
農
耕
に
も
そ
れ
に
際
じ
た
国
型
化
を

も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
畑
は
大
部
分
を
桑
畑
と
し
、
堆
肥
に
す
る
た

め
の
夏
草
刈
の
仕
事
は
す
た
れ
、
金
肥
の
採
用
も
比
較
的
に
早
〈
か
ら
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
桑
畑
小
作
が
生
じ
、
田
畑
共
に
一
部
で
は
代
金
約
小
作

糾
も
仔
わ
れ
て
き
士
。
明
治
凹
十
王
年
小
作
地
国
債
は
、
田
=
八
町
(
一

五
%
υ
、
畑
二

O
町
ハ
一
四
%
%
で
あ
っ
て
、
畑
小
作
は
、
悶
治
前
期
に

比
L
て
著
し
く
増
加
L
、
そ
の
又
部
分
が
桑
畑
で
あ
る
。
こ
の
副
業
の
法

蓮
口
、
農
耕
の
嬰
佑
と
と
も
に
、
山
林
の
荒
義
に
も
影
響
を
興
え
ず
に
は

置
か
な
い
。
養
器
業
の
援
護
は
夏
草
刈
を
す
た
ら
せ
た
が
、
同
時
に
用

材
及
び
薪
炭
の
需
要
を
増
加
き
せ
た
。
こ
の
こ
と
L
つ
い
て
村
治
一
班
は

「
雑
木
刀
従
京
自
家
の
薪
ト
ナ
ス
ノ
外
ハ
他
一
一
貫
却
セ
ン
↑
ス
ル
そ
変
遁

ノ
便
怒
グ
シ
テ
攻
支
償
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
震
山
川
ナ
カ
り
シ
ガ
明
治
二
十
七
八

年
ヲ
リ
餐
棚
田
ノ
蹟
張
=
一
十
四
年
ヨ
リ
製
糸
場
ノ
燃
料
ト
シ
テ
薪
長
ヲ
供
給

ノ
ダ
メ
股
盆
ア
ル
ニ
到
り
以
テ
大
一
一
叩
雑
木
林
ノ
慣
値
ヲ
高
メ
森
林
菜
ノ
設

建
ヲ
促
ス
ニ
歪
レ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
向
、
其
他
の
用
材
に
つ
い
て
は

「
木
材
ノ
内
松
杉
捨
円
皆
村
内
ニ
テ
消
費
三
一
近
年
ハ
山
間
需
要
ハ
供
給
自

設
予
)
不
足
フ
告
ゲ
他
村
ヨ
り
職
入
ノ
欣
況
ナ
リ
ト
雌
モ
棒
ハ
他
へ
輪
出

ス
而
シ
一
ア
山
出
シ
ハ
皆
入
力
ヲ
以
テ
シ
他
へ
総
出
ス
ル
円
一
政
不
荷
車
問
一
ヨ

一
フ
ン
ト
ス
』
そ
路
間
思
シ
キ
タ
メ
宜
材
或
ヒ
ハ
一
木
筏
ト
シ
テ
川
流
シ
ト

ナ
シ
木
庄
潰
ニ
出
ス
モ
ア
リ
」
と
記
L
て
い
る
。

公
ゐ
林
野
統
一
整
理
に
闘
ナ
る
一
考
察

要
寸
る
に
、
明
治
後
期
に
は
養
骨
骨
業
製
糸
業
を
中
心
と
し
て
農
家
経
管

が
時
換
し
、
久
曾
採
草
山
の
経
世
的
且
恩
義
は
幾
分
か
軽
く
な
っ
た
が
、
用

材
商
品
佑
の
迭
は
宮
だ
侠
く
、
ま
た
直
ち
に
商
品
と

L
C伐
採
し
ろ
る
用

材
に
も
乏
し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
ろ
な
中
で
村
営
局
の
植
林
奨
闘
は
ど
の
よ
ろ
に
な
さ
れ
で
い
た

の
か
。
そ
の
副
に
村
行
政
機
関
の
維
新
以
後
め
獲
量
に
二
甘
し
て
台
〈
必

要
が
あ
る
。

明
治
二
十
年
の
奥
謝
郡
萱
野
村
外
三
ケ
村
泊
草
取
調
書
は
、
「
役
場
直

城
準
出
ご
と
し
て
「
明
治
七
年
詣
一
前
k

芦
屋
支
限
明
治
八
年
直
域
制
度
ヲ

立
ラ
レ
十
二
大
医
一
ノ
小
直
ト
ナ
ル
、
明
治
九
年
六
寓
部
村
一
↑
戸
長
ヲ
置

カ
ル
明
治
十
年
ヨ
リ
同
十
四
年
記
菅
野
村
エ
連
合
戸
長
ヲ
置
カ
ル
、
同
年

十
二
月
一
村
戸
長
ト
ナ
ル
明
治
十
七
年
菅
野
村
日
ヶ
谷
村
野
村
木
坂
村

連
合
戸
長
役
場
ヲ
設
置
セ
ラ
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
と
に
記
さ
れ
た
年

弐
に
は
疑
問
が
洩
る
が
、
と
に
か
く
と
の
よ
う
な
過
程
官
経
た
後
、
明
治

二
十
=
一
年
町
村
制
施
行
広
よ
っ
て
者
野
村

p

本
坂
村
・
野
村
が
合
併
し
て

現
在
の
筒
川
村
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
L
て
、
植
林
奨
聞
の
主
な
も
の

と
し
て
は

明
泊
二
五

l
二
六
年
1
|
格
槽
無
代
配
布

明
治
二
八
年
|
|
山
林
栽
植
補
助
規
程

同
二
一

O
年

l
l部
落
有
林
中
に
松
樹
禁
杭
匝
の
設
定

同
三
一
一
年

1
l山
披
、
丹
波
告
郡
へ
山
林
扶
況
説
察
員
の
祇

遺

部
七
十
三
春

七

第
四
鵠



長
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

三
六
年

i
l部
落
有
林
中
に
薪
炭
材
禁
持
直
域
の
設
定

三
七
牛
|
|
詮
林
保
例
議
決

か
く
し
て
、
公
有
林
統
二
世
理
事
業
へ
の
動
き
が
始
ま
る
直
前
、
明
治

竺
十
六
年
の
山
林
扶
況
を
み
る
と
第
五
表
の
温
り
で
あ
る
。
前
こ
の
外
に

公
有
山
林
中
に
三
極
を
植
付
け
た
も
の

「
尋
問
9
m
一
二
一
町
歩
「
公
有
地
無
立
木
地
芝
草
山
」

一
言
一
1
3
6
一
一
等
二
百
余
町
歩
が
あ
っ
て
鼻
林
町
見
込

「
間
一
副

4
4主
主
?
一
記
さ
れ
て
い
る
。

司州
l

同
叫
|
叫
l

d

川川
l

一
こ
の
よ
ろ
な
中
で
、
各
部
落
に
、
徳

幅
刈
日
戸
|
同
一
川
封
建
制
下
で
行
わ
れ
た
し
き
す
が

i

一J
J一
反
印
刷

4

4

一

関
一
ぺ
」

i

m

一
向
多
く
維
持
さ
れ
て
レ
た
こ
と
は
む
L

楠一唯一品
α
l
q竺
ろ

首

然

で

あ

る
u

例
え
ば
大
字
菅
野
村

口げ
1

1

1

1

1

一
橋
根
の
大
正
九
年
町
「
規
約
帳
」
に
は
、

目

j

0

1

5

一

都
瓦
一
L
5
5
一
矢
の
よ
う
に
記
き
れ
て
い
る
。

制
「
判
品
叫
4吋
一
宮
ず
部
落
戸
数
二
八
戸
白
「
組
分
け
」

器
槽
謝
料
4州
勺
一
に
は

百

円

「

1
1
1
J
i

第
-
相

ー

:
第

τ秒
一

F
m
m
J
I
U

J
q

梓

林

有

理

有

財

寺

計

一
、
科
部
一
世

同阿

稲
城
調
官
官
同
士
百
庄
λ

友
吉

春
賦
出
口
議
松
蔵
紋
蔵

徳
太
郎

と
主
人
組
の
形
態
が
そ
の
空
主
持
頼
さ

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

第
一
一
組

件
七
十
三
各

七

第
四
盟

7
1
r
、
「
規
約
」
の
中
に
は

十
問
僚
錦
戸
宣
戸
四
羽
ト
定
メ
ヒ
ヨ
ロ
円
サ
ク
飼
ト
マ
《
ル
事

十
害
保
牢
刈
ノ
件

草
刈
戸
時
期
一
一
路
ジ
直
長
プ
レ
出
シ
信
不
正
ヲ
働
ク
者
円
風

説
ェ
依
リ
ノ
所
分
ス
ル
モ
ー
ノ
十
ス
但

ν
を
回
全
五
十
銭
ト
ス

寸
た
わ
ち
、
生
産
部
固
に
宮
で
お
よ
ぶ
強
制
さ
え
も
、
部
落
寄
合
で
き

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
部
落
有
山
野
に
劃
す
る
強
制
の
強
さ
は
こ
こ

か
ら
充
分
に
想
保
さ
れ
ろ
る
。

筒
川
村
で
「
林
野
統
-
議
定
書
」
が
議
定
さ
れ
た
の
は

X
E十
=
一
年
で

あ
る
。
封
建
的
な
高
率
小
作
斜
、
作
付
強
制
の
片
鱗
を
一
示
す
部
落
規
約
一
か

行
わ
れ
、
事
端
寄
A

戸
口
が
村
民
の
生
活
を
規
制
す
る
中
で
、
部
落
ス
曾
地
の

草
に
拙
劃
す
る
農
家
経
済
の
依
存
が
来
史
小
き
く
な
か
っ
た
こ
と
も
と
の
部

落
規
約
か
物
語
っ
て
い
る
。

A
h
林
と
部
落
剖
擦
の
打
破
と
い
う
ス

?
l
f

y
ぞ
か
か
げ
た
公
有
林
野
統
-
が
完
全
に
符
わ
れ
う
る
傑
件
に
は
な
お
程

遠
い
も
の
が
あ
っ
た
。

筒
川
村
に
お
け
る
公
有
林
野
統
一
整
理
へ
の
動
き
は
、
明
治
四
十
二
年

に
村
長
が
郁
落
有
林
野
統
一
を
目
的
と
し
て
、
私
有
林
の
整
理
、
入
曾
爾

係
地
白
調
査
等
を
宜
施
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
其
の
後
、
歴
代
村
長
も
そ

の
統
二
貰
現
に
努
め
た
が
、
管
施
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
統
-
へ
の
勤
き
は
、
部
落
有
林
聖
個
人
に
分
割
す
る
傾
向
を
進
め
て
き



〉

た
叫
円
、
大
正
十
一
手
に
至
っ
て
、
府
首
荷
の
勧
奨
L
よ
り
強
力
に
部
落
民
ゆ
公
有
林
野
町
統
デ
整
理
に
釘
し
て
、
政
府
は
官
制
無
償
無
情
件
統

の
協
議
を
重
点
、
翌
ヤ
三
年
‘
一
再
び
府
首
局
の
斡
旋
か
あ
っ
て
、
漸
く
一
を
期
待
し
た
が
、
後
に
は
誼
度
の
分
割
や
地
上
躍
の
設
定
年
を
許

「
林
野
統
一
議
控
室
」
を
議
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
議
論
の
決
L
況
か
し
・
他
方
公
有
林
野
誌
林
奨
問
金
の
交
付
、
公
有
梓
野
官
行
撞
枠
制

っ
た
主
要
な
原
因
は
、
各
部
落
の
所
有
す
る
林
野
田
積
に
多
寡
が
あ
h
、
度
の
制
完
等
、
統
一
端
山
町
村
林
に
の
み
恩
恵
を
奥
え
て
、
統
一
整
理

各
く
所
有
す
乙
部
落
は
、
無
傑
件
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
反
劃
し
た
か
ら
事
業
の
促
誰
を
は
か
づ
た
。
こ
り
と
と
は
、
全
閥
的
な
整
理
統
一
事

で
あ
る
。
ま
た
、
統
↓
宣
読
の
十
人
君
な
モ
メ
シ
ト
ド
ド
は
、
統
一
済
町
村
林
業
の
謹
捗
に
極
め
て
鋭
敏
に
反
影
し
て
い
る
。
有
償
統
↑
の
悼
件
付

に
の
み
恩
恵
を
興
え
て
整
理
統
-
を
侭
進
し
よ
う
と
し
た
政
府
の
方
針
と
、
統
一
は
公
有
林
野
誼
林
探
聞
規
則
会
布
の
FF
年
大
正
四
年
か
ら
増
大

と
の
方
針
に
沿
っ
て
努
力
L
た
府
首
局
の
劇
挺
が
あ
げ
ら
れ
土
え
U

傾
向
が
願
者
に
九
日
明
、
更
に
統
一
保
件
緩
和
白
方
針
が
左

b
わ
た
大

ω
統
一
「
の
動
き
の
中
で
、
部
搭
有
林
を
桐
人
に
分
割
す
る
と
と
が
正
八
年
E
後
盆
L
H
増
大

L
た
。
ま
た
、
統
一
日
目
最
も
誕
捗
し
た
の

輔
自
糊
詩
l

部

申

誤

誠

司

虫

一

端

、

酌

裳

明

司

枇

湾

首

位

、

企

有

林

野

官

行

革

林

ト
E

百

ロ

一

帯

-

京

社

主

一

同

E

#

一

議

哨

吉

之

}

三

百

一

l

k

p

一

法

の

施

行

に

エ

っ

て

拍

軍

事

一

引

引

E-引
ι
E到
月

引

一

J
引
l

引

判

到

創

刊

一

円

時

十

回

一

一

を

か

け

ら

れ

た

E
o

-

-

ー

ー

ー

下

ト

ド

下

ト

ト

一

ー

l

J

J

一

」

I

l

-

-

γ

|

一

一

一

一

一

一

年

で

あ

る

。

一

一

一

一

区

一

同

L

只

一

同

一

文

一

γ
J
L

一

一
神
衛
十
日
印
一
目
白
一
・
呂
田
一
E
b
Z
H
E
E
-
-
E
U
日
。
一
4
・
4
c
c
一
同
月
包
d
一

回

目

一

か

く

し

て

議

定

さ

れ

た

筒

一

時

土

屋

一

5
一
5
0・
i
H
言
E
r
g
-
E
E
喜
一
回
目
k
g
o
-
g
o
-
g
]
一
。
斗
一
川
村
公
有
林
叶
笠
協
定
書

一

j

一
|
|
J
I
l
-
-
円
川
イ
汁

U
リ
斗
パ
川
川
刊
J
川
斗
J
1
1
J
H
I
-
-
一
よ
り
、
こ
の
統
一
の
内
容

思
ヰ
一
目
白
山
一
円
。
c
一
日
4
g
口
。
一
M
O
C
H
-
g
b
一
留
さ
い
。
院
自
主
出
一

ω
合
同
u

u

印
C
E
一
ベ
C

一

I
l
-
-
~
ー
一
|
|
↑
|
I
L
-
-
ト
l
f
i
l
i
-
-
1
1
1
-
-
r
f
十
ー
ー
l
一
t
i
l
l
-
-
上
を
一
討
す
慌
文
を
拾
っ
て
み

町
一

ω

何
回
目
川
崎
市
川
崎
同
市
吾
|
ほ
色
川
市
川
「
同
1
7
1

謹
め
ら
れ
た
こ
叩
と
は
我
閤
喜
一
般
に
つ
い
て
み
b
れ
る
こ
主
で
あ
る
が
了
=
保
、
部
落
民
一
一
於
テ
生
活
よ
必
姐
卜
部
ム
ベ
キ
薪
茨
並
柴
草
採
集
及

儲
川
K
L咽
い
て
も
、
各
市
蕗
L
し
も
官
民
有
E
分
後
最
初
心
山
林
分
割
牧
場
ノ
務
メ
匝
域
ヲ
完
メ
貸
付
一
ブ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
一
屯
ノ
ト
ス

が

こ

の

叫

に

行

わ

れ

て

い

る

。

一

ニ

峰

、

表

百

上

部

落

有

林

一

一

シ

テ

事

賃

上

紳

世

寺

院

若

グ

ハ

一

部

園

暗

開

第

六

表

を

み

ら

れ

た

い

。

或

戸

個

人

有

=

相

違

ナ

キ

モ

ノ

円

前

押

槌

ヲ

隼

重

シ

証

一

償

又

ハ

有

償

公
省
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

第
七
十
三
巻

士

第
四
器



公
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

八五回

第マ語 、償ヲ人、得 保=
直=有エ部セ伐、テ

岳有林野統ーの際離権および統一Lた林野 皆テス方落 νJ事1部庭

j ア 地虎ノレナ 有 ム : 格 分
|問分以地 1王子;中分モドルじま λ

l 一 一一一一i一一一一-l溶|畑|山林|畑;山林|悶ルノ、福 ジノ従長モ

| lkJ  F l一下lr持心 Mf
|本坂，8C同 l6，116

1

0 I 1'1り四|込ト部ナ日I 契人ス
1---------1十一一一寸一一 一一|宵 λ 搭シノ 約又
|菅野 1170，0001 93，3171 30，OCつ 17P生 1021積 ノ永習 ヲ

1 ト一一--j一一一一一一一←一一一一|百 意久慣 理問一121m1121r川12;|町 見…使日苦 重値

iIT I 4叫…4，----------.( 一一一」一一一一一一-1以 ヲ F目ク ν ト

| ~ -.~-f 二三二:コi ノ 取擢深 長林
毛 シ利子 期契
ノ タヲ縁 附約

故村ケ具係ニ天タ読 プて (伎 行ェ ノL 取故 ヲ ヲ

者十ノレへ者連然ル一、後 9 治宝野 上得 = 附ナ
十升壮伐ユス帯人以盛時謹林 有セ依 ジ セ
分ノ益採地ル林エ 前有)林-( 倒ルリ 使ル
ノ一分期上迄ノ、遺=梓 ヲ方ア 又如蹴 用モ
ブb 該配=措該特梓ナ野 震法ノ、 ノ、キニ 樺 ノ
ヲ藤ノ、於ヲ間期及シ中 シー官 無姿個 ヲノ、

ユ王去よふY地|古=;訂;:町ゑ1沼官「百芯諜)山 一五子i占瓦~千t一J一
一摂引|d必語則 O 1 51-| JLi i i?t i -z主;zlJJTE4l訓示日刊i!?i引
村ドi12ijL-l 叫 11加山|ミ Fit十空

く
〕可比出詰号誌L判山川|いιく必説認説叫:

るたのしれ付士でてく喜早出書官空
。;告さZTiii535Z t;; 
!;i11iii;i i fE?: 

最
七
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三
巻

七
四

第
四
盟

本

計

菅

野

ノ、
四

』
の
よ
う
に

L
て

少
く
と
も
名
儀
上
村

有
に
な
っ
た
林
野

も
、
そ
の
後
む
管

理
、
利
用
を
み
る
時
、



公
有
林
野
統
一
が
全
く
名
目
的
な
村
荷
林
設
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が

し
ら
れ
る
。

ま
ず
直
皆
地
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
に
、
公
有
林
野
統
一
を

R
現
さ
せ
る
動
機
に
な
っ
た
宵
符
法
林
が
行
わ
れ
た
。
十
な
わ
ち
、
昭
和

四
年
1
九
年
に
わ
た
り
、
台
帳
面
積
百
二
十
町
歩
の
直
皆
地
白
ろ
も
、
入

十
五
町
歩
に
た
い
し
て
、
杉
、
情
、
期
艇
が
植
栽
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
三

九
1
七
三
年
に
伐
栽
す
る
預
自
に
な
っ
て
い
る
。
数
ヶ
部
落
の
入
舎
は
、

確
に
整
理
さ
れ
た
。
然
し
、
官
行
浩
林
を
行
っ
た
所
は
、
山
頂
に
涯
い
潮

風
を
強
く
受
け
る
所
で
林
木
の
生
育
は
極
め
て
悪
〈
、
村
基
本
財
産
と
い

う
馳
か
ら
は
債
値
は
小
き
い
と
思
わ
れ
る
ロ
択
に
、
貸
付
地
に
お
い
て
は
、

そ
の
管
理
利
用
に
闘
す
る
一
切
が
部
落
寄
合
で
庖
盟
き
れ
、
部
落
有
林
野

公
有
林
野
統
一
整
理
に
闘
す
る
一
考
察

の
唯
名
目
を
時
間
え
た
に
寸
ぎ
な
い
欣
態
に
あ
る
。
貸
付
地
を
従
来
と
全
〈

同
様
に
ま
だ
一
括
し
て
ス
曾
管
理
を
し
て
い
る
も
の
(
野
村
ノ
各
小
字
U
、

器
科
林
の
み
は
各
部
落
民
に
分
割
L
C使
用
し
柴
草
放
校
は
共
同
使
用
と

ず
る
も
の
(
本
坂
)
、
ま
た
殆
ん

E
大
部
分
を
個
人
に
分
割
し
て
私
有
林
野

と
大
葬
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
(
菅
野
の
荷
遵
怖
の
市
都
)
己
、
各
部
落

の
候
刊
に
よ
っ
て
管
開
利
用
の
方
法
も
様
々
で
あ
る
。
特
に
、
金
貸
付
地

や
都
落
民
に
分
割
し
、
離
村
し
た
後
に
お
い
て
も
占
有
権
を
維
持
出
衆
る

替
野
木
村
の
例
は
、
村
有
地
と
い
う
こ

E
が
全
く
名
目
上
に
寸
ぎ
な
い
典

型
で
あ
り
、
貸
付
地
は
従
来
週
り
部
落
の
も
の
と
い
う
考
え
の
も
と
に
各

部
落
に
お
い
て
管
理
利
用
さ
れ
て
い
る
の
唱
あ
る
。

第
七
十
三
巻

七
五

第
四
都

ノ、
五




